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マルテ ンサ イ ト変態 とは多 くの金属 ､合金 にお こる無拡散の一次の構造相転移である C

図 1にエネル ギーの模式図を示す｡高温では母相 の方がエネルギーが低 く安定であるが ､

温度 を下 げてい くとマルテ ンサイ ト相の方がエネルギーが低 くな り､南柏 のエネルギー差

が変態駆動 力 △より大 きくなった温度 (Ms点 )で変態が始 まる｡母相 よ りもマルテンサ イ

ト相の方 が磁気モ- メ ン トが大 きい と磁場 をか けた時にマルテ ンサイ ト相のエネルギー が

低 くな りMs点 よ り高 い温度で変態 を誘起 することがで きるO これを磁場誘起マルテンサ イ

ト変態 とい うC これ までに変態 に及 ぼす磁場効果 として､静磁効果､高磁場帯磁率による

効果 ､強制体積磁歪 による効果の 3つの効果 を指摘 し､それ らの定量評価 を行 った｡

3つ の磁場効果の うち､強制体積磁歪 による効果 は変態時の体積変化 と強制体積磁歪 の

積 に比例す る｡今回実験 を行 ったFe-27.8Ni-16,6Co(at%)合金 はイ ンバー合金で強制体積

磁歪が大 きいが､変態時の体積変化が きわめて′トさいので この効果 を無視 できる.また高

磁場帯磁率 が小 さいため これに よる効果 も無視 する ことがで き､磁場 による効果は静磁効

果だけ となる｡今回の実験 は この効果を明確 にす ることを目的 とし-た｡

測定 に よ り求め たMs点 (175K)での各値 は､変態 時の体積変化 が約0.2%､強制休積磁歪 が

約1xlO~8toe｢1､位気モーメ ン トの差が約0.1FJBであ り､これ らよ り計算 した磁場による

Ms点の上昇 △Ms(K)と印加磁場 H (hoe)の関係 は

△Ms-1.85xlO-2xH-1.18xlO15xH 2 +4.56xlO~3xH

となる｡ また実際 に強磁場 をかけた時のMs点 の上 昇 と印加磁場 の関係 は図 2の点のように

な り､計算値 とよい一致 を示 す｡
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